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制作概要
　近年の Light　Work は、自然の 光（太陽光 線）
と鏡、人工の 光 （ブラ ッ ク ラ イ ト／不可視
光線） と蛍光染料 を含ん だ素材 （紙 、糸、
絵具）な どの 構成が造 り出す環境 と展示空
間 の 関係に お い て 作品展開を続け て い る．
　今 回の lighL　work ／2005＃1は、ブ ラ ッ ク
ラ イ ト とケ ン ト紙 を主な素材 と して制作 を
した ．会場とな っ た地
．
ド空間の コ ン ク リー
1・を流 し込 ん だ床 に、作品 サ イズ 576cm×
666c皿 の 四 角形 の 中央に 位置する 円柱 を除
い て 、方 形に 18c皿 間隔に 1229本の ユ ニ ッ ト
（ケ ン ト紙／φ6   十 縫 い 針／φ　O．　9．　7mm ×
h66．7rnm＞ を設置 し た 、，こ の 作品 は ブ ラ ッ
クライ トの 光を吸収 したケ ン ト紙 が自 ら光
を発 し、物 と空 間の 境 界や環境を形成する




　そ し て 、 制作過程で 特に 展示空 間中央 に
位置する直径96cmの 柱 が ，隣室 か らの 光を
遮 り作品に どの よ うな影響 を与えるか慎重
に検討 し、ブラ ッ ク ラ イ トの 設置場所、数
な どに も注意 をは ら っ た tt その結果展示室
の 壁 に沿 っ て ゆ っ くり歩 く事に よ り、 柱 を
巾心 に作品自らの 発光量 が微妙に 変化 し て
い くこ とを視覚的 に捉 える こ とに成功 し た 。
さ らに 、ユ ニ ッ トの 高 さを66．7mmと非常に
低 く押 さえ る こ とで 、作品に
’F面的な広が
りを見せ る事が 出来た。そ して 囗頃意識す
る こ との な い 床 の 表面の デ ィ テ ール を再認




会場 ：Gallery　Yamaguchi 　Kuns 電一Bau
　光の 作品は空間 と物 の 境界、接点 を考 え
るため の ラ イ トドロ
ー
イ ン グ と思 っ て い る。
光の 作品は物質 的な存在 で は な く、ただた
だ光の 存在で あ り、非存在 と し て 確固とし
て 「在 る」、と い う認識の な か で、感覚と
精神 億 識〉の バ ラ ン ス を通 して物 ・事の
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プ ラ ワ ク ラ イ ト に 反応 した di　6　mm の ケ ン ト紙 ．止記 写真 2点 は 会場風景
右縦
一
列 の 写真 は制作風 景
1、コ ン ク リートを流 し込 んだ床の 中心 に 位置する柱の セ ンタ ・一か ら、左右 にオートーレ ーザーを投射 して1Scm
　間隔の縦線、横線の 合計71本 を黄色の チ ョ ーク で ラ イン の V 一 ン グ を行い 、576×666cmの 四 角 形 の方眼 を
　作 図 した．
2．576× 666cmの 四角形の 巾心 に 位置す る 炉96cmの 「
1
亅柱部 分を除 き、18cm の グ リ ッ ドの マ ーキ ン グ の上 に セ
　メ ン i
・
用 の パ ラ
’
を接着剤に し、縫い 針 （Stee1、　 di　O．97XhG6 ．71nm） 1229本 を立 て 、そ の 先 端に 円形 （φ6nlm ）の
　ケ ン 1・紙 を床 と 平行 に バ ラ ンス を保 ち な が ら配 置 した．
素材 につ い て
　直径6mm の 円形の ク
．
ン ト紙は、パ ンチ で 穴を開ける と き に ’卜r来る既製 品の 形 を使用 した 。
　作 品 に光 が均
・
に あた るよ うに 、12  m ／40W の ブ ラ ッ ク ラ イ 1・8本 を蜜 内に 設置 した。
1 ユ ； ッ トの 拡 た写貞 作品 写 真の 　部拡 大
工
影
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